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出土品が勢ぞろい



　博物館で開かれる、夏期特別展／文化財展「真田・北金目遺跡群」に向けて、土器などの出土品の整理が進んでいます。18年にわたる発掘調査の成果を公開します。




詳しくは次ページへ






[image: 夏期特別展　真田・北金目遺跡群]



◆開館時間

　午前9時～午後5時。

　8月6日（火）～10日（土）は午後7時まで。

　入館は閉館時間の30分前まで。

◆休館日

　月曜日。



学芸員による展示解説

　7月20日（土）と8月17日（土）、午前10時と午後3時。

　博物館特別展示室集合。

第2回平塚市遺跡調査・研究発表会

　8月31日（土）午後1時～5時。青少年会館。

　平成24年度に市内で出土した資料などを博物館で展示。



県内でも有数の大規模発掘調査


　縄文時代の水場遺構やシカの絵が描かれた弥生土器、おにぎり状の炭化米など、学術的にも価値のある出土品の数々を紹介します。

問：博物館　電話：0463-33-5111・社会教育課　電話：0463-35-8124


　9遺跡を発掘

　真田・北金目遺跡群は、市の北西部に位置します。秦野方面から東に張り出した北金目台地の先端付近で、秦野市との境界付近に当たります。

　北金目台地の上にある遺跡のうち、今回の発掘調査の対象となった遺跡だけでも9遺跡あります。中でも、塚越古墳は県内有数の前方後方墳です。これまで6世紀代の古墳とされてきましたが、一連の調査で4世紀後半の築造と考えられるようになりました。



　広域調査で全体像が

　発掘調査は平成7年、北金目神社東側の谷部から始まりました。当初、出土品なども少ないと考えられていましたが、深く掘削していくうちに中世から弥生時代まで、多くの出土品が発見されました。

　調査は平成9～10年度にピークを迎え、最終的な調査面積は24万5270平方メートルとなりました。規模の小さな発掘調査では部分的にしか見ることができず、全体を把握できません。広域の発掘調査により、集落全体の特徴や土地利用の様子、城郭のように規模が大きい遺構などの様子が分かってきました。
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出土品を一つずつ修復




　時代はさまざま

　「考古学は、実際に出土した遺構や出土品から、過去の文化や社会、経済などを知る学問です」と解説する、社会教育課の若林勝司学芸員。

　18年にわたる真田・北金目遺跡群の発掘調査では、主要な遺構の数は旧石器時代から江戸時代まで1万644基を数え、出土品はコンテナ箱（表紙写真）で約5000箱、実際に図化した出土品だけでも約5万点に上ります。

　若林学芸員は「内容の調査や検討はこれからです。より詳細な調査・研究を積み重ね、少しずつ『地域の歴史を語る』ことができるようにしていかなければなりません」と力を込めます。




早わかり　年表で見る平塚の遺跡

旧石器時代（石器の使用）

　王子ノ台遺跡（北金目）、原口遺跡（上吉沢）。


1万2000年前

縄文時代（土器の使用）

　青柳（あおやぎ）遺跡（南金目、早期）、万田貝塚（前・中期）、五領ケ台貝塚（中期）、王子ノ台遺跡（後期）。


2300年前

弥生時代（稲作の開始）

　王子ノ台遺跡（後期）、中原上宿（かみじゅく）遺跡（後期）


1700年前

古墳時代（古墳の造営）

　真土大塚山古墳、塚越古墳・北金目古墳（前期）、高間原（たかまはら）遺跡（北金目、中期）、根坂間横穴群（おうけつぐん）（後期）。


1300年前

奈良・平安時代（律令政治）

　相模国府（四之宮、奈良・平安時代）、王子ノ台遺跡（平安時代）。


800年前

鎌倉～江戸時代（武家社会）

　金目観音堂（鎌倉時代）、堀ノ内館跡・真田城（室町時代）、中原御殿跡（江戸時代）。



「真田・北金目遺跡群」展示資料を紹介

　土器・石器・木製品などの出土品や、発掘調査の写真など、約1,500点を展示します。


[image: 弥生時代中期のつぼ]

弥生時代中期のつぼに線刻されたシカ。シカの絵は県内で6例目。4頭も描かれているのは初めてのこと



[image: 土偶の顔]

縄文時代後期の水場遺構から出土した土偶の顔。たくさんの土器や石器と共に、水の湧く谷底から発見された



[image: おにぎりとイチイガシの実]

弥生時代後期の住居跡で発見された、おにぎり状に固まった炭化米と、イチイガシの実（ドングリ）。弥生人が炊いたご飯だが、なぜか炭になり、家の中に置き去りになっていた



[image: 墨書土器]

平安時代（10世紀ごろ）の住居跡で発見された墨書土器。人か仏のような顔が描かれている。周りにも、何か筆を走らせている線が見える



模型で確認しよう

　金目公民館（南金目966）では、平成2年当時の真田・北金目地区の現況模型（次写真）を展示しています。「真田・北金目遺跡群」の位置関係など、全体像を知る手掛かりになります。ぜひ、ご活用ください。

[image: 真田・北金目地区の現況模型]



地元を発掘　現場では驚きの連続

　平成7年から始まった真田・北金目遺跡群の発掘調査で、ほぼ全ての期間、発掘に携わった吉田スエ子さん（次写真）。当時、北金目に住んでいた吉田さんは真田・北金目を含めて30年以上のキャリアを持つ発掘のベテランです。

　埋蔵文化財調査事務所の川端清倫（きよとも）学芸員は「発掘作業を安心して任せられます」と話します。作業は、移植ごてという小さなシャベルを使った地道な作業です。「根気と我慢強さが必要です」と、川端学芸員は説明します。

[image: 吉田スエ子さん]

塚越古墳の写真を背に、弥生時代の片口土器を持つ吉田さん




　SFのような世界

　吉田さんが発掘作業を始めたのは、近所に住む知人に誘われたのがきっかけでした。また発掘現場が、当時北金目にあった自宅の目の前だったこともあったそうです。「誘われて発掘現場に行ってみたら、SF映画のような世界で、今まで見たこともない出土品を目の当たりにしました。すぐに、とりこになってしまいました」と、吉田さんは目を輝かせます。

　「縄文時代と弥生時代の土器が特に好きです」と、にっこり笑う吉田さん。発掘の面白さは、誰よりも先に出土品を見ることができることだそうです。


　水場は宝庫

　発掘作業をしていて、特に印象に残っているのは、昔の人々が生活用水として水をためていた「水場遺構」での発掘だそうです。

　北金目にある東海大学11号館の北側からは縄文時代の、東側からは平安時代の水場遺構が発見されました。「かつての水場からは、さまざまなものが出土しました。ヒョウタンや木製のお皿、クリの実なども……。何百点もの出土品が発掘されました」と話は尽きません。

[image: 水場遺構]

平安時代の遺構が見つかった場所の現在（北金目真田線）。奥に東海大学




　平安時代の緑色

　平成9年に、平安時代のものと思われる水場が発掘された際、はがした土の間から約1000年前の青々とした木の葉が出てきたそうです。

　土をはがした瞬間、空気に触れて数秒で緑色の葉が真っ黒に。「本当に一瞬の出来事でした」と驚いたそうです。「1000年前の緑色は、こんな色だったんだ……」。仲間の作業員たちと感動を分かち合ったそうです。川端学芸員は「葉の大きさは親指くらいで、種類は分かりませんでした。水を含んだ土に密閉されていたため、空気に触れることがありません。空気に触れたことで、酸化してしまったのでしょう」と解説します。

　また、さまざまなエリアを発掘することで、遺構や出土品から昔の人々の生活様式や、形成集落の全体像などもある程度判明したそうです。いわば、点と点が結び付いて線となる時でした。


　想像しながら見て

　吉田さんはある時、炭化した弥生時代のコメ粒が出土した現場に遭遇したそうです。「平安時代の木の葉も含めて、発掘作業をしている者でないと見られないものがたくさんありました。発掘作業のだいご味の一つです」。

　今回の特別展では、吉田さんが発掘した出土品も数多く展示されます。「昔の人々がどのような生活をしていたのか、想像しながら見てほしいです」と、吉田さんは笑顔で語ります。
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身近に見られる「遺跡の世界」

[image: 埋蔵文化財調査事務所]

　埋蔵文化財の調査・整理業務をしている拠点施設「埋蔵文化財調査事務所」（寺田縄43-1）。同事務所では、埋蔵文化財の活用を積極的に進めています。常設展示や講座を開くほか、文化財学習のためのスペースなども設けています。

　同事務所では毎年、夏休みに合わせて小・中学生らを対象にした、親子で勾玉（まがたま）を作る教室や市内で発掘された土器の拓本を取る教室などを開いています。社会教育課の菅沼圭介学芸員は「学校や地域との連携を深め、多くの方に埋蔵文化財の世界に触れていただきたい。生の資料や文化財保護の最前線の作業に接することができますよ」と笑顔で語ります。

　見学を希望する方は、事前に埋蔵文化財調査事務所にご連絡ください。

問：埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981




[image: はじめての美術　絵本原画の世界2013]


　2匹のネズミが、大きなカステラを作っていると、森の中から動物が集まってきて－－。これは、絵本『ぐりとぐら』に登場する1場面です。

　多くの世代に愛されている絵本の原画が、平塚市美術館にやってきます。いつまでも色あせることのない、すてきな作品の数々を、この機会にぜひご覧ください。

問：美術館　電話：0463-35-2111


50年以上も愛される

　今回の企画展では、福音館書店が発行している月刊絵本誌「こどものとも」に掲載された貴重な原画の中から、26作家、43タイトル、327枚の作品を紹介します。

　「こどものとも」は、より質の高い絵本を子どもたちに届けたいという思いから、1956年に創刊されました。当時、美術の第一線で活躍していた洋画家や日本画家らの表現技法を、児童書に採用。それまでの名作物語や教育目的の絵本が中心となっていた児童書の分野に、大きな風穴を開けました。

[image: ぐりとぐらのうたうた12つき]

山脇百合子『ぐりとぐらのうたうた12つき』2003年


[image: おおきなかぶ]

佐藤忠良『おおきなかぶ』1962年



人生最初の美術

　絵本は「生まれて初めて出会う美術作品」とも言われています。「こどものとも」は、どんな作品もページをめくるたびに、わくわくするような絵があふれています。

　山脇百合子『ぐりとぐら』や佐藤忠良『おおきなかぶ』、山本忠敬『しょうぼうじどうしゃ　じぷた』など、子どものころに慣れ親しんだ色鮮やかな作品の世界をもう一度、味わってみませんか。

[image: しょうぼうじどうしゃ じぷた]

山本忠敬『しょうぼうじどうしゃ じぷた』1963年


[image: おしゃべりなたまごやき]

長新太『おしゃべりなたまごやき』1972年



[image: 展覧会のご案内]

開催期間　7月27日（土）～9月8日（日）。

開館時間　午前9時30分～午後6時（入場は午後5時30分まで）。展覧会の開催中は、開館時間を1時間延長して、午後6時まで開館します。

休館日　月曜日。

観覧料金　一般800円、高校生・大学生500円。

　次の方は無料です。①中学生以下と土曜日の高校生②65歳以上の市内在住の方③各種障がい者手帳の交付を受けた方と付き添い1人。

　20人以上の団体は団体料金が適用されます。一般640円、高校生・大学生400円。

　また、美術館ウェブから、インターネット割引券をダウンロードできます。割引券を窓口で提示すると、100円引きで入場できます。



◆関連イベント

①担当学芸員によるギャラリートーク　学芸員が、展覧会を何倍も楽しめる絵本の魅力などについて話します。

　7月28日（日）・8月31日（土）、午後2時～2時40分。観覧券をお持ちください。

②スタンプラリー　展覧会の開催中に、美術館・博物館・図書館を回って、オリジナルスタンプを集めませんか。台紙は、美術館のほか各施設にあります。



[image: 作家の息づかいを感じて]

　「印刷された絵本とは違う、原画でしか味わえない作家の息づかいを感じてほしい」と話す、市美術館の勝山滋学芸員（次写真）。「原画ならではのタッチや絵肌を楽しめるのが大きな魅力です」とほほ笑みます。

　勝山学芸員は「絵本の原画はとても貴重なんですよ」と話します。他の美術作品に比べて痛みやすいため、展示される機会がとても少ないそうです。1万枚以上の絵本の原画を収蔵している宮城県美術館でも、常設で展示されているものはないとのこと。

　絵本の歴史を振り返ると、勝山学芸員は「1962年に佐藤忠良の『おおきなかぶ』が発行された後に、横長の絵本が定着したのは画期的でした」と解説します。当時、横長の絵本は売れないと言われていましたが、これ以降には、横長の絵本が数多く出版されるようになったそうです。

　今回の企画展では、時代を感じやすくするため、制作年代順に展示しました。「絵本を読んで育った時代を、思い出してもらいたいですね。親子やお孫さんを交えても、共通の話題になるのではないでしょうか」と、勝山学芸員は薦めます。

[image: 勝山滋学芸員]



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、7月22日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


緑化ポスター・標語コンクール

　環境保全や緑化活動、自然との触れ合いなどをテーマにした作品を募集します。

　市内在住・在勤・在学の方。1人1点。未発表の作品に限ります。

ポスター　画材は自由。四つ切りの用紙で横向き。表には、文字を入れないでください。

標語　20字以内。

募：コンクール名・必要事項・年齢、学生の方は学校名・学年・組を、ポスターは裏面に、標語ははがきで、郵送または直接、9月2日（月）までに、本庁舎4階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



市民・大学交流事業　講座「考古学の世界」

　「考古学と人」をテーマにした体験型講座です。東海大学所蔵の資料や市内出土資料を使って、出土品の観察方法を習得します。

　8月6日（火）・7日（水）、全2回、午後1時～3時10分。受け付けは午後0時30分から。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。市内在住・在勤・在学の高校生以上の方30人（抽選）。1日だけの参加もできます。

募：必要事項・1日だけ参加する場合は希望日を、はがき・ファクス・メールで、7月30日（火）までに、〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



中央図書館で中学生・高校生ボランティア

　図書館で本の整理などのボランティアをしませんか。

　8月22日（木）・23日（金）・27日（火）・29日（木）、全4回、午前9時30分～11時30分。市内在住・在学の中学生・高校生で、21日（水）午前10時～午後3時に中央図書館で開く説明会と、日程の2日以上に参加できる方10人（抽選）。

募：〒254-0041浅間町12-41中央図書館　電話：0463-31-0415や図書館ウェブなどにある申込書を、郵送または直接、7月30日（火）までに、同館へ。



親子絵手紙教室

　8月17日（土）午後2時～4時。青少年会館。小学生とその保護者30人（抽選・初めて方を優先）。絵の具セット・絵手紙に描きたいもの（野菜・果物・おもちゃなど）・筆記用具。

募：教室名・参加者全員の必要事項・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、8月6日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



SCN杯争奪囲碁順位戦

　11月に行われる全国大会の予選も兼ねます。

　9月1日（日）午前9時45分開会。市民センター。①代表選抜戦（初段以上）②級位認定戦。市内・大磯町・二宮町・中井町・大井町・松田町に在住の方124人（先着順）。2000円、高校生以下1000円。

募：〒254-0045見附町15-1市民センター内のまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237　FAX：32-2240にある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、同課へ。



市民活動団体のためのデジカメ講座

　団体の活動を紹介するときに役立つ、写真撮影のテクニックを学びませんか。

　7月30日（火）午後6時～8時。市民活動センター。市民活動やボランティア活動をしている方25人（先着順）。お持ちの方は、写真撮影ができるデジタルカメラやカメラ付き携帯電話など。

募：必要事項・団体名を、電話・メールまたは直接、市民活動センター　電話：0463-21-7517　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



八幡山の洋館　歴史講座「平塚の近代史」

　旧横浜ゴム平塚製造所記念館の歴史的役割と平塚の近代化の歩みを学びます。

　8月18日・25日の日曜日、全2回、午後1時30分～3時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。50人（抽選）。

募：必要事項を、はがき（1人1枚）で、8月2日（金）までに、〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8124へ。



ものづくり教室

　おもちゃを使って自動車の製造を体験します。

　8月22日（木）午前10時～11時30分。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住・在学の小学校4～6年生40人（先着順）。

募：保護者の必要事項・子どもの氏名・学年を、馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011へ。



再生家具の提供

　粗大ごみの中から、再利用できる家具を修理し提供します。修理費程度の負担があります。品名などの詳細は、市ウェブでも確認できます。50個程度（抽選）。1人1点。

募：8月1日（木）～9日（金）、午前9時～午後4時（9日は正午まで）に四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認の上、申込書を直接、同プラザへ。



陸・海・空の自衛官

　一般曹候補生（18～26歳）や自衛官候補生（18～26歳）など。詳しくはお問い合わせください。

募：自衛隊神奈川地方協力本部平塚地域事務所　電話：0463-22-5547



美術館でワークショップ

　①のんびりお絵かき　のびのび時間　音楽に合わせて、水彩絵の具で絵を描きます。

　8月18日（日）午前10時～午後0時15分・午後2時～4時15分。小・中学生とその保護者、各12組24人（抽選）。1組600円。

　②夏休みアート体験　お日さま版画にチャレンジ　太陽光を利用したソーラープレートで版画を作ります。

　8月23日（金）午後1時30分～4時。小学校3年生～高校生12人（抽選）。1500円。

募：講座名・実施日時・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、①は8月1日（木）②は8日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールはタイトルを「ワークショップ応募」に。




[image: 願い事を願かけ花火に]

　8月23日（金）午後7時から、湘南潮来（いたこ）（相模川河口）で湘南ひらつか花火大会を開催します。皆さんの願い事を、願かけ花火に託しませんか。

　特別観覧券（2人分）と願い事を書いた願かけだるま絵（次写真は昨年）を差し上げます。2,000円。

募：湘南ひらつか花火大会実行委員会の口座に代金を振り込み後、〒254-8686豊原町2-14商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125などで配る申込書を、郵送・ファクスで、8月13日（火）までに、同課へ。

[image: 願かけだるま絵]




お知らせ


作って遊ぼう　わくわくランド

　保育士と一緒に、おもちゃを作って遊びます（次写真）。

　7月27日（土）午後1時30分～3時。美術館。0～6歳の子どもとその保護者。

問：美術館　電話：0463-35-2111

[image: 作って遊ぼう　わくわくランド]



ごみの持ち込み先が変わります

　布団・カーペット・ござなど燃せるごみの持ち込み先が環境事業センターから変更になります。7月29日（月）からは、同センターの西隣に新しくできる次期環境事業センター（大神3230）が持ち込み先になります。

問：環境事業センター　電話：0463-55-6615



にせ税務職員に注意してください

　東京国税局や税務署の職員を名乗り、収入状況や家族構成、年金の振込金融機関などを問い合わせる事例が発生しています。

　このような電話には即答せず、お問い合わせください。

問：平塚税務署総務課　電話：0463-22-1400




[image: 病後児保育が始まります]

　8月1日（木）以降の平日、午前7時30分～午後6時30分に社会福祉法人湘南福祉センター平塚保育園（宮の前4-13）で、看護師1人と保育士1人が病気の回復期にある子どもを預かります。

募：平塚保育園　病後児保育室　電話：0463-22-0058




　「症状は良くなってきたけれど、保育園や学校に行かせるのはまだ心配－－」。保護者の就労と子育ての両立を支援するため、病気の回復期の子どもを預かります。

　定員は3人（要予約）。利用料は1日2000円（給食・おやつ代などが別にかかります）。ただし、生活保護世帯や住民税非課税世帯は、保護者からの申請で利用料を免除します。

対象者は

　次の全てに該当する子どもが対象です。

　①保護者が市内在住・在勤・在学②生後6カ月～小学校3年生③病気の回復期にあり、安静が必要で集団保育が難しい④保護者の勤務や傷病、冠婚葬祭などにより、家庭での保育が難しい。


利用の方法は

　必要書類は、本庁舎1階保育課や平塚保育園、市ウェブにあります。

事前登録　7月19日（金）午前7時30分から「病後児保育事業登録申請書」を直接、平塚保育園に提出してください（年度ごとに更新が必要です）。提出時に、子どもの普段の様子やこれまでにかかった病気、お預りする時に気を付けることなどを伺います。

予約　利用希望日の前々日・前日の午前7時30分～午後6時30分に平塚保育園に電話で予約します（先着順）。前々日・前日が休業日の場合は、利用希望日直前の開所日に予約を受け付けます。予約後にキャンセルする場合は、早めに連絡してください。

かかりつけ医の診察　病後児保育の利用には、医師の診察が必要です。病後児保育の利用が可能であれば「病後児保育事業医師連絡票」を発行してもらいます（発行料金は医療機関により異なります）。休日・夜間急患診療所では発行できません。なお、かかりつけ医と平塚保育園の職員との間で、病状や利用中の様子などについて情報交換する場合があります。

利用申請　利用当日（登園時）には「病後児保育事業利用申請書」と医師が発行した「病後児保育事業医師連絡票」に利用料2000円と給食代などの実費を添え直接、平塚保育園に提出します。

[image: 病後児保育]

病気の回復期の子どもを預かります





[image: 子どもの健康8月]


　会場は保健センター。母子健康手帳をお持ちください。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆育児相談　7日・21日・28日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など。5日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など。19日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　30日（金）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　31日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とご家族。




◆乳児の個別健康診査　申し込みは直接、実施医療機関へ。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センター。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　29日（木）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　9日・30日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　23日（金）午前10時30分～11時30分。




◆歯科健康診査（予約制）　7日（水）午後1時～2時30分。29日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。歯の健康診査など。




◆すくすく子育て教室（予約制）　21日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。赤ちゃんの病気や育児の話など。ブックスタートも同時開催。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）　6日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


転倒骨折予防教室

　体力が低下したと感じる方にお勧めです。筋力をアップして転倒による骨折を予防しませんか。

　午後1時30分～3時。市内在住の65歳以上の方で、介護保険の認定を受けていない方、各20人（先着順）。転倒骨折予防教室は年度内に3回まで参加できます。室内用運動靴・タオル・飲み物。運動できる服装でお越しください。

　①8月19日～10月7日の月曜日、全7回。港ベイサイドホール（夕陽ケ丘66-1）。

　②8月23日～10月4日の金曜日、全7回。八幡公民館（西八幡1-10-22）。

募：①は7月22日（月）正午から藤沢YMCA　電話：0466-26-1151②は23日（火）午前10時から河合楽器製作所神奈川事業所　電話：045-321-4644へ。


家族介護教室

　腰をいたわる介護のコツやベッド上での体位交換のコツを学びます。

　8月21日（水）午後1時30分～3時30分。富士見公民館（中里11-21）。市内在住・在勤で高齢者の介護をしている方ら15人（先着順）。

募：桜ケ丘ケアセンター　電話：0463-30-1212


認知症サポーター養成講座

　認知症への知識と対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。受講者には、認知症サポーターの証であるオレンジリングを差し上げます。

　8月29日（木）午後1時30分～3時。四之宮公民館（四之宮3-20-26）。市内在住・在勤の方50人（先着順）。筆記用具。

募：高齢者よろず相談センター　倉田会　電話：0463-53-1930


8月は心身障がい者福祉手当の振り込み月です

　受給している方が転居・死亡・施設入所した場合や振込口座を変更する場合は、手続きが必要です。

　詳しくはお問い合わせください。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774


幼稚園の保育料などを減免します

　所得状況に応じて、幼稚園などの入園料・保育料を減免します。子どもが通っている幼稚園などで配っている申出書を提出していない方は早めに、同園に直接、提出してください。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118


セレモニースタッフ養成講習会

　就職希望者のための講習会です。葬儀の場で必要な接客サービスに関する知識と技術を学び、セレモニースタッフとして就業を目指します。　

8月21日（水）～29日（木）の平日、全7回、午前9時～午後4時。日本ヒューマンセレモニー専門学校（八重咲町7-30）。20人（選考）。次の条件を全て満たす方①県内在住の55歳以上で、就職・就業を希望②ハローワークに求職登録をしている③講座の趣旨を理解し、全日程受講できる。

募：〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335やハローワークにある申込書を、郵送または直接、8月7日（水）までに、同事業団へ。



平塚市の公式ウェブにバナー広告を掲載しませんか


　1カ月当たり約40万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトに、バナー広告を掲載しませんか。

　14枠。月額1枠当たり3万円。継続割引もあります。年度をまたがない場合は継続6カ月以上で、月額1枠当たり2万7,000円。

　バナー画像は広告主が作成し、経費などは自己負担です。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、同課へ。






今年の年末はみんなで第九を歌おう

　12月8日（日）に市民センターで開く「湘南ひらつか第九のつどい」（次写真）の合唱団員を募集します。ベートーベンの「交響曲第9番二短調作品125『合唱付』」を歌います。

　練習は9月8日（日）～12月7日（土）、全15回。市民センターなど。練習の6割以上に参加できる小学生以上の方200人（先着順）。一般6,000円（第九のつどいの入場券2枚付き）、高校生・大学生3,000円（入場券1枚付き）、小・中学生1,000円など。

募：〒254-0045見附町15-1市民センター内のまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237や公民館、同財団ウェブなどにある申込書に参加費を添えて直接、同課へ。

[image: 湘南ひらつか第九のつどい]



スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


横浜DeNAベイスターズの試合に親子を招待

　午後6時試合開始。横浜スタジアム（横浜市中区横浜公園）。市内在住・在学の小学生とその保護者（先着順）。3人目からは1人2000円で、並びの席を追加購入できます。

①広島東洋カープ戦　8月16日（金）・18日（日）。各500組1000人。

②阪神タイガース戦　8月21日（水）。200組400人。

募：保護者の必要事項・子どもの氏名・学校名・学年・希望日・チケットの追加購入を希望する方は枚数を、往復はがきまたは直接、〒254-0074大原1-1総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



横浜DeNAベイスターズイースタン・リーグ公式戦

　午後6時試合開始。平塚球場。チケットは当日券を試合開始2時間前から販売。大人1000円、高校生500円、小・中学生300円。

　市内在住・在学の小学生はドリームパスポートで無料になります。

①東北楽天ゴールデンイーグルス戦　8月4日（日）。

②千葉ロッテマリーンズ戦　8月11日（日）。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



夏はプールで遊ぼう

　長年親しまれてきた龍城ケ丘プール（龍城ケ丘19-22）は、今年度の利用をもって閉鎖します。

　おむつの取れていない幼児は利用できません。

①大神公園プール（大神2336）　7月26日（金）～8月24日（土）、午前10時～午後4時。無料。

②大久保公園プール（諏訪町28-1・次写真）　7月26日（金）～8月18日（日）、午前10時～午後4時。無料。

③龍城ケ丘プール・湘南海岸公園プール（高浜台32-1）　7月27日（土）～8月18日（日）、午前9時～午後5時。大人250円、小・中学生100円。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852

[image: 大久保公園プール]




お知らせ掲示板



朗読会「ぶなの樹」

　モンゴルの民話『スーホの白い馬』や芥川龍之介の短編小説『トロッコ』などを朗読します。

　7月21日（日）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。全席自由1000円。

問：ラヴィーズの佐々木　電話：0463-33-0265


利用方法


　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。団体・講座・教室などの会員や受講者の募集などは対象外です。

　受付は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時です。なお、月末最終日が休庁日の場合はそれ以降、市役所が最初に開庁する日の午後5時まで。

　掲載対象は市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。



[image: ウェブからもダウンロードできます]





[image: まちの話題写真リポート]


　7月5日～7日に、第63回湘南ひらつか七夕まつりが開催されました。前日夜から準備された、色鮮やかな七夕飾りの下で、織り姫らによる恒例の「七夕おどり千人パレード」が行進。会場では、多くの来場者が短冊に願いを込めていました。




[image: 第63回湘南ひらつか七夕まつり]
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市長こらむ


地域経済の活性化


　平塚海岸にある湘南ひらつかビーチパークの売店が4月に生まれ変わりました。名前はビーチバル・SUCCA（スッカ）。江ノ島から三浦半島、伊豆大島、伊豆半島まで見渡せる眺望を生かした「浜辺のおしゃれなレストラン」です。

　経営主体のロコロジは、地元の食材を地元に流通させる仕組みを提案しています。例えば、SUCCAの「須賀みなとのフィッシュサンド」。平塚漁協から直接仕入れた新鮮な魚をカリッと揚げて、地場産野菜と共に近くのパン屋の特製パンに挟みます。評判のソフトクリームも市内の守山乳業製です。

　料理に使う魚はサバ・アジ・カマスなどさまざま。何が食べられるかは、その日の漁次第なのも楽しみの一つです。メニューも500円前後が多く、手頃感があります。

　これまでは、散歩やビーチスポーツのついでに立ち寄る方が多かったのですが、ランチを目的に訪れる方も増えて、売り上げは前年度の400パーセントになっているそうです。

　もう一つ、新たな動きを紹介します。

　小田原厚木道路下り線の平塚パーキングエリア（PA）で7月20日（土）・21日（日）に、平塚の名産品を販売します。

　平塚PAでは平塚産イチゴの販売が好評だと聞いていました。そこで、こちらから出向き、交渉を続けてきました。今後は、箱根や伊豆方面に出掛ける方らへ積極的に平塚を売り込んでいきたいと考えています。

　地域経済の活性化は市政の大きなテーマです。こうした動きをつなげて大きな波にしていくため、働き掛けを続けていきます。



[image: ビーチバル・SUCCA（スッカ）]

ビーチバル・SUCCAは、8月末まで無休、営業は午前10時～午後5時30分。荒天時変更あり（高浜台33-1　電話：0463-72-7365）



平塚市長
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vol.4　津波対策


　南海トラフ巨大地震に限らず、現状では正確な地震の予測はできません。このため、普段からの備えが重要です。大きな揺れを感じたら、まず身の安全を確保してください。また大津波・津波警報が発表されたら、すぐに避難しましょう。

　津波浸水想定区域や津波避難ビルなどの避難場所は、市ウェブや津波ハザードマップなどで事前に確認してください。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734






7月納期の市税・手数料



①固定資産税（第2期）

②国民健康保険税（第2期）

③後期高齢者医療保険料（第1期）

④介護保険料（第2期）

⑤清掃し尿従量手数料（第4期）

　納期最終日　7月31日（水）

問：①納税課　電話：0463-21-8769

②保険年金課　電話：0463-21-8775

③保険年金課　電話：0463-21-9768

④介護保険課　電話：0463-21-8790

⑤循環型社会推進課　電話：0463-21-8796






がんばれ湘南ベルマーレ



前売り券

　自由席大人2,500円、小・中学生・高校生800